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改善計画の概要

〔浜高等技術専門校 電子制御科〕

○：外部評価への対応 ●：内部評価への対応【普 通 課 程】

改 善 項 目 改 善 内 容 改善目標年次

教科指導計画書 ○浜通りを中心とした製造業、電力供給地域の １６年度

（カリキュラム） 特性に対応する訓練目標を設定する。

○安全管理（５Ｓの徹底 、品質管理（ＱＣの １６年度）

概念）等企業人として必要な基本的な知識の指

導科目を充実する。

○幅広い関連知識を取り入れるため、重複して １６年度

た指導内容を整理し、効果的な授業展開する。

●コース選択実習を指導計画に設定し、学生の １６年度

個性に応じた指導を行う。

●機械関連技術についての教科指導計画を見直 １６年度

し、金属材料、加工方法、機械図面読解等エン

ジニアとして必要な指導内容を設定する。

●企業で柔軟に対応できるための、職業人とし １６年度

ての基本スキルの指導を充実させる。

ニーズ等調査 ●地域産業の調査研究を行う。 １６年度

施設整備計画

設備整備計画 ●基本技術習得関連の測定器や電子回路設計Ｃ １６～１７年度

ＡＤ等新技術にも対応するための機器を整備す

る。

募集広報

資格取得実施計画書 ●取得可能な資格については、受験を促すと共 １６年度

に合格率が向上するような効率的な指導を行

う。

○資格取得の目標を設定し積極的に指導する。 １６年度



改 善 項 目 改 善 内 容 改善目標年次

その他の工夫改善 ●就職地域、業種及び職種拡大に結びつけるた

めに企業見学を行う。 １６年度

●学生を指導する上で、カウンセリング等の充 １６年度

実を図る。

●従来の画一的な指導方法を見直す。 １６年度

●新技術や高度な技術の指導について、研修体 １６～１７年度

系を見直す。



改善計画の概要

〔浜高等技術専門校 自動車整備科〕

○：外部評価への対応 ●：内部評価への対応【普 通 課 程】

改 善 項 目 改 善 内 容 改善目標年次

教科指導計画書 ●社会人、企業人としての人間形成を訓練目標 １６年度

（カリキュラム） に設定する。

●接客、応酬話法、プレゼンテーション能力を １６年度

ニーズとして訓練目標に設定する。

○電気関係教科を中心に自動車整備基本教科の １６年度

時間数を増加する。

○予防整備学習について、既存教科内の教科指 １６年度

導細目に追加する。

ニーズ等調査 ○企業訪問、定着指導の際に、更に企業ニーズ １６年度

を把握するよう努める。

施設整備計画 ●実習場の補修等計画的に整備を行う。 １６～１７年度

設備整備計画

募集広報

資格取得実施計画書 ●業務において必要性の低い資格を計画から除 １６年度

外する。

その他の工夫改善



改善計画の概要

〔浜高等技術専門校 アパレルシステム科〕

○：外部評価への対応 ●：内部評価への対応【普 通 課 程】

改 善 項 目 改 善 内 容 改善目標年次

教科指導計画書 ○製造だけでなく、企画、販売などの訓練目標 １６年度

（カリキュラム） を設定する

●デザイン、商品企画、コンピュータ活用技術 １６年度

等の指導内容を充実させる。

○多様化する就職先に対応するため、コース別 １７年度

設定を行う。

ニーズ等調査 ○企業アンケート調査の実施により、的確に地 １６年度

域・産業ニーズにを把握する。

○●就職後の定着状況などの追跡調査を実施す １６年度

る。

施設整備計画

設備整備計画 ●地域・産業ニーズ調査内容及びそれに伴う教 １６～１７年度

科指導計画書の変更に沿った設備整備を行う。

募集広報 ○●訓練内容について分かりやすくＰＲすると １６年度

ともに、高校生へのアンケート調査を行い入り

口側のニーズを把握する。

資格取得実施計画書 ○地域・産業ニーズをふまえ適切な資格取得目 １６～１７年度

標を設定するとともに、取得率向上の為の指導

方法を検討する。

その他の工夫改善 ●学生個々がより習得しやすい指導方法を検討 １６年度

する。

○社会人としての基本スキルの指導充実を図 １６年度

る。



改善計画の概要

〔浜高等技術専門校 建築技術科〕

○：外部評価への対応 ●：内部評価への対応【普 通 課 程】

改 善 項 目 改 善 内 容 改善目標年次

教科指導計画書 ○地域ニーズを考慮したカリキュラムを設定す １６年度

（カリキュラム） る。

○学生の就職先に対応できるようなカリキュラ １６年度

ムを設定する。

●二級建築士取得を目標にカリキュラムを設定 １６年度

する。

●学科と実技の組合方法を検討し、指導効果の １６年度

向上を図る。

ニーズ等調査 ●地域ニーズを把握するため企業訪問の回数を １６年度

増やす。

施設整備計画

設備整備計画

募集広報

資格取得実施計画書 ○職種及び地域ニーズを踏まえ、適切な資格取 １６年度

得目標を設定する。

その他の工夫改善 ●学生個々がより習得しやすい指導方法を検討 １６年度

する。

○修了生の追跡調査を実施し、正確な定着状況 １６年度

を把握する。

●生活及び就職指導方法の検討を行う。 １６年度



改善計画の概要

〔浜高等技術専門校〕

○：外部評価への対応 ●：内部評価への対応【在職者訓練】

改 善 項 目 改 善 内 容 改善目標年次

教科指導計画書 ○ニーズに応じた内容をカリキュラムに反映す １６年度

（カリキュラム） る。

○資格取得のためのカリキュラムでは訓練時間 １６年度

を見直し合格率の向上につなげる。

ニーズ等調査 ●アンケートなどにより積極的にニーズ調査を １６年度

行う。

●事業主団体などに対しヒアリング調査をする １６年度

●企業訪問時に企業が求める訓練を聴き取り調 １６年度

査する。

施設整備計画 ●セミナー専用の教室を整備する。 １６年度

（建築技術科の製図室を利用する）

設備整備計画 ●I T関連のソフトの充実をはかる。 １７年度

その他の工夫改善 ●昼間の訓練コースを増設する。 １６年度

●在職者訓練についてホームページなど電子媒 １６～１７年度

体により積極的にPRする。



改善計画の概要

〔浜高等技術専門校〕

○：外部評価への対応 ●：内部評価への対応【離転職者訓練】

改 善 項 目 改 善 内 容 改善目標年次

教科指導計画書 ○地域ニーズに対応した科目及び内容を設定す １６年度

（カリキュラム） る （販売・サービス科）。

○キャリアコンサルティングの内容をすべての １６年度

訓練科に導入し、委託先と連携により計画的な

就職支援を行う。

ニーズ等調査 ○ハローワークと連携し離職者に必要な訓練に １６年度

ついて調査する。

○事業主団体などから企業が求める人材などの １６年度

ニーズを調査する。

その他の工夫改善 ●離転職者訓練についてホームページなど電子 １６～１７年度

媒体により積極的にPRする。



改善計画の概要

〔浜高等技術専門校〕

○：外部評価への対応 ●：内部評価への対応【運 営】

改 善 項 目 改 善 内 容 改善目標年次

訓練組織 ○●普通課程、在職者訓練、離転職者訓練にお １６年度

ける目標の達成及び内容の充実のための指導・

支援体制が必ずしも十分であると言えない現状

である。このようなことから、本校の中長期的

なあり方について、今後の産業動向等踏まえな

がら独自に内部委員会を設けて調査研究してい

くこととする。

研修計画 ●個人別の中長期的な研修の方向付けについ １６年度

て、今後の産業動向等踏まえながら調査・検討

していくこととする。

地域職業能力開発推 ○●業種別推進会議における人選のあり方につ １７年度

進会議 いて、検討する。

（現委員委嘱期間：１５～１６年度）

福利厚生 ●ここ数年、入寮希望者が収容定員を上回っ １６年度

ており、寮に入れない学生への支援体制（ｱ

ﾊﾟｰﾄ等の紹介）をなお一層充実を図る。


